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日向灘地震に伴なう裂かと地質構造との関連について

星　野　一　男＊

Fissures　of　Alluvium　Depgsits　in　the　Eyuga・naaa　Ear伍quaklel

　Februaryl　27th，1961，vrithl　Some　Geological　Interpretations

　　　by

Kazuo　Hoshino

Abstract

　　The　inHuence　of　the　earthquake　was　centered　in　Miyazaki　city，where　two　houses　were

destroyed　and　most　buildings　and　constructions　suflered．heavy　or　slight　damages．Epicenter　is

esthhated　in　the　sea－bottom　o至Hyuga－nada，350r60km　southwest　of　the　city　and　with　a，depth

of10km。Magnitude　is　calculated　at7．2．On　the　land，they　could　not五nd　any　fault　become

active　neither　inΩuatemary　sediments　nor　in　the　Tertiary　rocks　of　the　basement．HoweVer，

many　fissures　were　opened　in　alluvium　sediments，both　along　the　Oyodo　river　and　at　the

Miyazaki　Air　Port，Thickness　of　the　alluvium　is200r50m．Important　strikes　of　the　fissures

are　N50。or60。W　andabout　N40。E．

　　According　to　geologic　maps　published，the　oldef　faults　in　the　basemen‡which　consists　of

Mesozoicand　Tertiary　sedimentary　rocks　have　also　two　prominentstrikes　of　N6000r90。W

and　N40。E　which　are　nearly　parallel　with　that　of　the　recent丘ssures・　The　accordance　is

structuraIly　interesting，although　th6necessity　is串tressed　to　collect　more　datαof、fissu血g　in

alluvium　at　large　earthquakes　in　future。

1．はしがき

　1961年2月27日早朝，九州日向灘付近に相当大き

な地震があり，宮崎県南部を中心に，南九州一・帯に影響

を与えた。これは気象庁により日向灘地震と呼ばれるこ

とになった。・被害，地変は新聞，ラジオ等を通じ大きく

報道されたが，その中には現地において断層が出現した

かのような印象を与えるものがあった。本地震の震源位

置，およびマグニテユードを考慮するとこの丘ユースに

は多分に疑問g余地があったが割れ目，地崩れなど，か

なりの地変も予想されたので急遽現地調査に赴いた。

　結論として断層は発見されず，先に伝えられたものは

沖積層中の割れ目，あるいは裂かと称すべきものである

ことが判明した。その他Q地変現象も，沖積層あるいは

シラス灰石層の二次的崩壊によるものであった。’しかし

宮崎市付近における沖積層中の割れ目についでは，その

方向が基盤である第三系の構造と関連性があるように思r

われる。以下，この問題を主にして日向灘地震による地

変の概要を報告する。

　なお本文中の術語はそれぞれ次のような意味において

用いられている。節理」断層を含めて地層のすべての剥

　＊燃料部

離形聾を総称して，“割れ目（fracture）”という。割れ

目のうち肉眼で明瞭に識別できる，ある幅の空鯵を有し

変位の見られないものを“裂か（五ssure）”という。

　現地調査に当っては，宮崎県庁企画調査室および工鉱

課・日南市役所・貝島日南鉱業所から多大のご便宜をい

ただいた。まだ小論の内容について東大高井冬二先生と

その講座の方々から多くの助言を受けた。これらの各位

に厚く感謝する。

2．　目向灘地震の概要

　1）日時2月27．日3時10分59秒（宮崎気象台
　　　　　　における発震時）5）

　2）　マグニチュード　7．24）

　3）震源（A）32。N，132。E（宮崎市東北東約60km），

　　　　　　深さ・10km4）

　　　震源（B）宮崎市南東約35km，深さ17km5）

　4）．震度　宮崎市付近においてV（強震），市内一部

　　　　　　においてはVI（烈震）と観測された51。

　5）　初動分布（第2図）　気象庁地震課の資料を筆者が

　　　　　　まとめたものである。

　地震動の変化はきわめて急であって宮崎市においては

約5分間にわたって人体に大きく感じられた。・宮崎付近
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があった。その範囲は第1図に示した。宮崎市周辺が被

害，地変の中心地であり，とくに市内の大淀川付近と宮

崎飛行場付近がその著しい所であった。被害，地変は，

さらに青島・内海・日南市などの日南海岸」帯，串間・

志布志など有明（志布志）湾に薗した海岸地帯，都城・

小林などの霧島火山周辺の沖積層地帯に見られた。

　宮崎市内における被害は，倉庫2棟が全壊したほか，．

市内の多くの家屋は壁，土台石の裂壊あるいは屋根瓦の

脱落など，ある程度の損壊を受けている。また大淀川一

帯，とくに橘橋，日豊本線鉄橋を中心として，橋脚がず

れたり，堤防，河床に割れ目が生じたりした。その他の

地域における被害，地変は沖積層またはシラス灰石層中

に生じたもので，地割れ，あるいはシラスの崩壊による

堤防，道路の損壊がおもなものである。

　日南海岸付近では第三紀層（日南層群・宮崎層群）か

らなる崖の崩落があり，道路が埋まった所があった。ご

れは層理面に沿って一部の岩塊が滑落したためで，この

付近の地層中に以前から多く見られる現象であη3），今

回の地震によるものも特に大きな規模のものというわけ

ではない。

4．地震に伴なう割れ目

ρ？

　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　4

　　②〃

　　Distribution　of　lnitial　Motion　in　tlle　Hyuganad＆

　　　Earthquake，Feb，27，1961，
　　第2図昭和36年2月27日日向灘地震初動分布図

においては，昭和4，6，16年に同程度の地震があり，今

回の地震は同地に部いては20年ぶりの大地震というこ

とになる。それだけに現地ではかなり驚いたようであ

る。

　津波はあったが地震の大きさに較べて規模は小さかっ

た。これは震源の浅かったこと，発震当時が潮位の比較

的低い時刻であったためと思われる5

3．地変の概要

宮崎県南東部，鹿児島県北東部にわたって被害，地変

　上に述べたように，日向灘地震に伴なう割れ目は，沖

積層中に生じた裂かであって，断層はみいだせなかっ

た。また基盤の第三紀層中の既存断層が再活動した箇所

も発見できなかった。

　これらの裂かについては，宮崎市大淀川付近と宮崎飛

行場とに出現したものが，規模，性格からいって重要な

『ものと思われるので，この2ヵ所について述べる。

　4．1　大淀川付近

　大淀川北部の上野町二丁目から別府町付近ではほぼ

　　　　》．　1
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・，／割轟目の発生薗所と方向

ム　ゼの他の埋膝萱頃況

・彫地豪災害の着し》区域

第3図宮崎市付近地変概要図
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N60。Wの方向に，大体大淀川河流に平行して被害の最

も著しかった地域が帯状に延びている。橘橋付近の大淀

川堤防上には幅15～20cm，長さ25m，深さ1～2mの

裂かがN50。Wの方向に延びている。地震直後に河床

中にもこれと平行した裂かが数多く生じたという。

　河岸の石柵や，橋梁の手摺，橋床などに2～3cm程度

の横ずれまたは垂直のずれが残っているが，垂直のずれ

は河流の中心線の方が相対的に沈下するような傾向を示

している。しか・しその落差は小さく最大で20cm程度で

ある。

概観して，この地域の地変はほぼN50～60。Wに延

びる方向性を持っていたと考えてよいと思われる。，

　一般に裂かの幅はかなり大きく・，これらが張力によっ

て生じたかのような考えを抱かせる。

　4．2　宮崎飛行場

　宮崎飛行場にはE－WおよびN500Wの2本の滑走
路がある。滑走路はコンクリートで舗装されているがそ

の上の数ヵ所に割れ目がみいだされた。これらの割れ目

はコンタリート，ブロッ、クの継ぎ目が壊されて一見割れ

目状になっているものを除けば，N20～300E，および

N80～90。Eの方向を示すものが多い（Loc．5，6，9，10）。

これらの地点のコンクリ回トの継ぎ目の所には1～2m

の陥没ができている所がある。（これはかって当飛行場

が爆撃されたときの爆裂孔の影響ではないかと思われ

る。）これを除けばこれらの割れ目の垂直方向のずれは

2cm程度にすぎない。飛行場に見られるこれらの割れ

目は，滑走路上の被害箇所の配置状態から判断すると，

ほぼN40。E方向に延びているものと思われる。この

傾向は飛行場周辺でも同様らしく，近傍の水田に直径

10cmのsand　valcanosが20～30cmの間隔で列をなし

て噴き出していたが，・その方向はN30。Eであった。

5・地質構造と割れ目の方向

　ここで宮崎付近の地質を概観してみると，四万十層群・

日南層群て古第三系）・宮崎層群（中新世）が沖積層諺）の

基盤として存在している。日南層群と四万十層を境する

断層がこの付近で最も顕著な断層であり，これに平行し

て多くの断層が発達している。これらはほぼN50。Eの

走向であるが，宮崎付近ではN40。E，に方向を転じてい

る。日南層群の主要構造もこの方向に延びている。宮崎

層群は日南層群以前のこれらの構造を不整合に覆い，ほ

ぼ南北方向の走向をもって東に傾斜する緩い単斜構造を

しているが，先宮崎層群からのこれらの断層はこの不整

合線を左回りの方向に切って宮崎層群後もさら碩活動し

　註1＞ガス井試錐資料によれば，宮崎市付近で厚さ

　　20～50mと推定される。
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第4図宮崎飛行場における割れ目の概要見取図

ている。

　これらの断層が宮崎市付近の沖積層下にも延長されて

伏在していることは間違いのないことと思われる。また

N40パ50。E方向の断層との関係はいまだ明らかではな

いが，宮崎・青島付近の宮崎層群にはN60。WルEW方

向の断層が多いことが地質図から読みとれる。

　このように宮崎市付近の沖積層の基盤であ為第三系の

断層には，ほぼN400Eのものと，N60。Wから’E一，
’
W のものが顕著であることが推定できる。

　一・方日向灘地震に伴なって沖積層中に生じた割れ目の

おもな方向をみると・上述のよラにN50～60。Wと・N

．40。Eとの2方向の割れ目が認められる。この類似はい

ろいろな意味で興味のあることであると思われる。日向

灘地震による今回の割れ目が，基盤岩の運動をそのまま

に反映しているものかどうかは，なお検討を必要とする

ことであって，今後あらゆる機会を利用して地震に伴な

う割れ目を調査してゆけば，沖積層のような年代の若

い，柔かい地層中に生ずる割れ目が基盤の動き方と同一

系統のものであるかどうかについてさらに，はっきりし

たことがいえるようになると思われる。

6』あとがき

　日向灘地震に伴なって沖積層中に割れ目が生じたが，

これらの方向は概観してN40。EとN50～60。Wとで

ある。一方基盤の主要構造もこれらにほぼ平行する方向

を持っている。，しかしながら，沖積層中の割れ目の方向

が地質的にどのような意味を持っているかは難かしい問

題であり，今回のようなマグニテユードの小さい地震で

ははっきりした結論は出しにくい。
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図版1　日豊本線大淀川鉄橋下の水田中に生じた割れ目。

　　幅22c贈，長さ⊥O　m。泥水を含んだ砂が噴出

　　している。

図版2　ある医院のコンクリート壁。その土台に水平の亀裂が入っている・（上野町）

図版3倒壊したレンガ建倉庫（上野町）
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図版4　犬淀川橘橋橋下のコンクリート床が河川に平行にひ穿割れして

　　　その南側（河川側）が最大15cm沈下している。
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図版5　宮崎飛行場　第3図のLoc。10ほぼ東西の亀裂が滑走路上を走っている。

　　　中央白線の先は2条に分岐している。
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　今後のすべての機会にこのような調査が行なわれ，資

料が集積されることが望まれる。

　　　　　　　　　　　　　（昭和36年3月調査）
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